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奄美大島の観光資源
吉田　春生
はじめに
筆者は2009年の２月に石垣島，４月に奄美大島を訪れた。その際に大変印象的だったのは，それぞれの
表玄関ともいうべき石垣港と名瀬港に近いアーケード商店街の対照的な様子だった。石垣港に近い「あや
ぱにモール」では，観光客相手の店舗が10軒ほどあり，石垣島ならではの食材や工芸品を売っていた。観
光客の姿がまた別の観光客を呼ぶという要素もあり，賑わいを感じることができた。石垣がいま観光客か
ら見てどのような位置を占めるかの象徴的な現象は，北海道が本場のロイズチョコレートがなぜか石垣島
バージョンとして黒糖チョコレートなどを販売していることだろう。観光客がわくわくするような雰囲気
が「あやぱにモール」にはあった。一方，名瀬のアーケード商店街「ティダモール」は観光客を惹きつけ
ようという意図の店舗はほとんどなく，地元の人たちを相手とする店舗ばかりだった。当然，「あやぱに
モール」のように観光客が行き交うこともなかった。
石垣市と奄美市は人口の規模としては，前者が45,630人，後者は49,617人と同規模である。気候もとも
に亜熱帯であり，生態系もマングローブの存在など似ている。しかし，観光客については石垣が70万人ほ
どに増えてきているのに対し，奄美は奄美大島全体として23万人ほどである。もちろん，石垣の場合には，
石垣島を目的とするのではない，竹富島や西表島が目的の観光客も立ち寄っていることが大きいかもしれ
ない。
それにしても，「あやぱにモール」と「ティダモール」が対照的に見せているアーケード商店街の様子は，
石垣と奄美の観光振興の違いを明確に示しているのだと筆者には思えた。
ここでは奄美の観光資源をその活用の状況について，紀行文風にまとめてみた。
１　マス・ツーリズム対応型施設――奄美パーク
奄美パークは典型的なマス・ツーリズム対応型の施設である。その敷地の広さや駐車場のスペースは，
いささか過大な入場者を期待しすぎていないかと懸念される。普通乗用車用が240台，観光バス用が７台
分の駐車スペースが用意されている。奄美パークは奄美の郷と田中一村記念美術館から構成されている
が，そのバランスは適切だろうか。すなわち，奄美の郷には奄美を紹介する映像を20分間流す奄美シア
ター（82席），レストラン，奄美の暮らしを「海の道」「シマの道」「森の道」として紹介する総合展示ホー
ル，イベント広場などがあり，大量の入場者を想定する施設となっている。大型観光バスが絶えずやって
来て初めて成り立つ施設である。現在の日本で観光による地域振興が各地で注目されているのは，こうし
たハードによってではなく，ソフトで，その地域固有の資源を生かす地域のあり方が魅力を放って人を呼
ぶという現象が引き金になっている。
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奄美の森はいかにも古い，旧来型の観光の考え方を踏襲している。こうした施設は，団体歓迎，という
より団体の来訪がなければやっていけない「奄美リゾートばしゃ山村」とうまく結合させることができる。
同施設では，奄美のむかしながらの暮らしぶりを見学したり，陶芸や島唄，塩作りなどを体験できる民俗
村と，団体受け入れ可能なレストランがある。こうした日程の組み方は，効率的に奄美のよさを味わおう
とする典型的なマス・ツーリズムのツアーコースとなる。田中一村記念美術館の価値を認める人たちに
とっては，相反する日程と映るかもしれない。この層とは女性客を中心としてゆっくりと現地を楽しみた
い人たちであり，由布院温泉や黒川温泉の人気を高めるきっかけを作った人たちである。奄美パークのバ
ランスが懸念されるのは，相反する観光形態・旅行形態をどうこなすかという発想が見られないからであ
る。ゆっくり美術館で絵を眺めたい人と，効率的な日程とは矛盾する。
２　マングローブ
マングローブについては，マス・ツーリズム対応型施設，あるいは仕組みで見物するケースと，徒歩や
カヌーでの生態系観察に重点を置いたスモール・ツーリズムというべき楽しみ方の二つがある。後者につ
いては，西表島でカヌーによるマングローブ林周遊のエコツアーを催行しているＩターンの人がよく知ら
れている。同時に，西表島では効率的な日程で周遊することが必要なパッケージツアー・団体旅行で使わ
れる船の大型化とスピードアップで，マングローブが倒木の被害を受けていることが知られている。石垣
島には陸地側からマングローブ林も見ることのできる八重山民俗園というマス・ツーリズム対応型施設が
ある。先ほどの「奄美リゾートばしゃ山村」と同様の趣旨で，沖縄の伝統的家屋が５軒ほど再現され，民
具やシーサー絵付け，貝殻細工などの体験教室を設けている。
奄美大島ではどちらかといえば性格の曖昧な施設として奄美市住用町にある道の駅「マングローブパー
ク」がある。リュウキュウアユを見ることのできるジオラマ水槽やシアター室，レストラン・売店のある
マングローブ館の他，グラウンドゴルフコース，スポーツ用に使える交流広場，奄美最大のマングローブ
原生林を探訪するカヌーツアー，モノレールで登る展望台などがある。公共福祉のための施設もあれば道
の駅としても機能する。自然観光資源としてのマングローブを活かすカヌーも用意されている。万人向け
であることで個性が見られない施設ということもできる。
３　金作原原生林
金作原原生林は評価の難しい場所である。世界遺産登録を目指すことが十分理解できるものの，屋久島
の世界遺産登録ゾーンや縄文杉と比べての違いも明らかである。自らの足で歩行しなければならない屋久
島に比べて，金作原原生林は車で走りぬけることができてしまう道路が貫いている。道路は狭いものの，
確実に車が入ることができる。金作原原生林は本土の人間からすればその植生に関して大変に魅力的だと
いえる。しかし，現在の情報開示のあり方は，ただ単純な，ガイド利用で出かけてくださいというもので
しかない。もっと多様な利用方法――個人で歩ける遊歩道などの工夫――が出されないとなかなか屋久島
のように来訪者は多くはならないと思われた。当初は林野庁の事業としてなされているが，屋久島の場合
には自然保養林としてヤクスギランドと白谷雲水峡が整備されたことが大きく，そこでのマス・ツーリズ
ムの客とスモール・ツーリズムの客を分離できる卓越した工夫がなされている。そうした区分を考えると
ころまで金作原原生林はいっていないことが今後の大きな課題だと思われる。
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４　奄美自然観察の森
金作原原生林は，車が原生林まで入っていけてしまうところに自然生態系保全という観点からは問題が
あった。またそれとは逆に，屋久島のヤクスギランドや白谷雲水峡のように安心して楽しめる幾種類かの
遊歩道も設けられておらず，ただガイド同行で，という案内で済まされていた。こうした金作原の不作為
に比べると，龍郷町の奄美自然観察の森はよく整備された施設である。車用の道路，子どもも安心して歩
ける遊歩道，子ども用の用具など工夫されている。展望台からの眺めは素晴らしく，観光客向けに十分ア
ピールできる施設である。駐車場も普通車で37台の他，団体用の観光バスが５台以上停まれるスペースが
あった。安楽にということがマス・ツーリズムで重要なことを思えば，バスを降りてそれほど歩かなくと
も展望台に到達できる奄美自然観察の森は有用性があるといってよい。また，ゆっくり時間が取れる人に
は，自然観察が満喫できる空間が広がっており，観光用のアイデアがこれから生み出されそうな可能性を
有する施設と思えた。
５　奄美最大の可能性
奄美大島や沖縄の最大の観光資源は海である。広い敷地を取って数百室のリゾートホテルを想定して言
うのではない。小中規模のツーリズムとして海のある至る所に可能性が見出せる。筆者が偶然通りかかっ
て魅せられたのが，龍郷町にある，部屋数14室のプチリゾートホテル・ネイティブシー奄美である。全室
オーシャンビューで，目の前のビーチでダイビングを楽しむことができる。ホテルはダイビングショップ
も兼ねており，宿泊客はそれが目当てで来ている。ダイビングスポットとして知られているらしく，近く
の大型リゾートホテルからも２組のカップルをインストラクターが案内して来ていた。
島内を車で走っていると，季節的にはまだオープンしていなかったが，小さなダイビングショップをよ
く見かけた。海が最大の観光資源というのは，大型バスの団体でやって来る観光客ではなく，特定の目的
を持った観光客にとってという意味である。金作原原生林自体も潜在的な可能性の大きな場所だろうし，
海に面した場所はネイティブシー奄美が実現しているようなツーリズムの可能性が大きな場所である。
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